
（別 紙 ②） 

 

用 語 等 の 説 明 

 

 

１． 定期安全レビュー 

発電所の安全性及び信頼性の向上を目的に、原子炉等規制法に基づき１０年を超えない

期間ごとに、発電所の安全性等を評価するもの。 

 

２． 品質マネジメントシステム（ＱＭＳ） 

原子力発電所の安全を達成・維持・向上させるための保安活動を実施し、評価・改善を

継続的に実施する仕組み。 

 

３． トップマネジメントによるＱＭＳ 

原子力安全のための、社長をトップとした管理・運営体制。 

 

４． ＳＡ訓練 

重大事故時のプラント挙動や各事象の対応操作を学習し、重大事故関連の知識を強化し

た上で、シミュレータ訓練を実施し、技術の習得を図ることを目的とした訓練。 

 

５． 加圧器スプレイ配管 

    加圧器内の圧力を抑制するため、加圧器内に冷却水を送る配管。 

 

６． １次冷却材中のよう素131濃度 

１次冷却材中のよう素131の濃度変化を監視し、燃料棒（被覆管）から放射性物質が１

次冷却材中に漏れ出していないかを確認している。 

 

７． 雑固体溶融処理設備 

放射線管理区域内で発生した放射性廃棄物を溶融処理し、減容する設備。 

 

８． 放射性固体廃棄物 

機器の点検時に取り替えた部品などの、固体状の放射性廃棄物。 

 

９． ＡＭ訓練 

重大事故等及び大規模損壊発生時の事象進展防止及び影響緩和のために実施すべき措置を総

合的観点から判断、選択するための訓練。 

 

10． 安全文化醸成活動 

原子力安全を最優先とする風土を浸透させるための活動。 

 

11． 電力共通研究 

複数の電力会社が原子力発電所の安全性向上等を目指して、共同で実施する研究開発。 

 

 

 

以 上 


